
霧
島
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
28

年
１
月
１
日
か
ら
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
る
。
当

該
カ
ー
ド
の
中
の
「
利
用
者

証
明
用
公
的
個
人
認
証
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
各
種
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

市
民
の
利
便
性
が
向
上
す

る
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

可
能
に
す
る
た
め
条
例
の
改

正
を
行
う
も
の
と
の
説
明
。

問　

現
在
の
自
動
交
付
機

は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
も
使

用
可
能
か
。
ま
た
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
各
証
明

書
の
手
数
料
及
び
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
手
数
料

は
い
く
ら
か
。

答　

自
動
交
付
機
は
市
民

カ
ー
ド
対
応
で
あ
り
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
使
用
は
で
き

な
い
。
こ
の
自
動
交
付
機
は

リ
ー
ス
期
限
を
迎
え
る
た
め

廃
止
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
各
種
証
明
書
の
発
行

手
数
料
は
、
現
行
条
例
・
規

則
に
基
づ
き
窓
口
の
手
数
料

と
同
額
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
へ
の
手
数
料
は
全
証
明
１

件
１
２
３
円
で
あ
る
。

▼
今
回
の
改
正
は
、
法
律
と

の
整
合
性
を
図
っ
た
も
の
で

あ
る
。
利
用
者
の
利
便
性
向

上
の
反
面
、
そ
れ
に
伴
う
リ

ス
ク
も
生
じ
る
。
本
市
で

は
、
各
情
報
ご
と
に
所
管
を

分
け
て
管
理
を
行
っ
て
い
る

が
、
情
報
漏
え
い
な
ど
、
不

測
事
態
の
責
任
の
所
在
の
明

確
化
、
一
元
化
が
必
要
等
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
行

政
事
務
の
改
善
の
目
的
を
示

し
な
が
ら
、
個
人
資
産
の
国

の
関
与
、
重
要
な
個
人
情
報

の
管
理
・
保
護
の
リ
ス
ク
な
ど

様
々
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
て

お
ら
ず
、
国
民
の
半
数
が
本

制
度
の
実
施
内
容
を
理
解
し

な
い
ま
ま
、
実
施
す
る
こ
と
に

は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
の

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

霧
島
市
敷
根
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
東
側
に
位
置
す
る
本

市
所
有
の
山
林
の
立
木
が
無

断
伐
採
さ
れ
た
こ
と
に
関

し
、
伐
採
し
た
相
手
方
が
本

市
の
損
害
賠
償
請
求
に
全
面

的
に
応
じ
る
こ
と
か
ら
和
解

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
水

切
り
排
水
、
倒
木
防
止
、
崩

土
防
止
、
法
面
保
護
の
作
業

は
完
了
さ
せ
た
と
の
説
明
。

問　

無
断
伐
採
に
至
っ
た
理

由
、
損
害
賠
償
の
算
定
根
拠

は
な
に
か
。

答　

市
有
地
奥
の
民
有
林
伐

採
の
た
め
、
重
機
搬
入
路
・

作
業
路
と
し
て
無
断
伐
採
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
伐
採

立
木
に
つ
い
て
は
検
証
が
困

難
な
た
め
、
隣
接
山
林
の
立

木
の
状
況
で
推
計
し
た
。
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
80
㎡
に
17
本

と
算
定
し
、
面
積
５
１
３

㎡
、
立
木
約
１
０
９
本
で
積

算
し
た
。
木
材
の
取
引
単
価

は
立
方
メ
ー
ト
ル

単
価
で
あ
る
が
、

公
共
用
地
取
得
の
立
木
補
償

の
方
式
で
あ
る
平
方
メ
ー
ト
ル

単
価

で
の
交
渉
と
し
た
。

▼
本
件
は
、
市
所
有
の
山
林

に
隣
接
す
る
地
権
者
か
ら
の

通
報
で
発
覚
し
て
い
る
。
無

断
伐
採
に
つ
い
て
、
市
当
局

が
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と

は
問
題
で
あ
る
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
山
林
伐
採
に
つ
い
て
の
届

出
・
協
議
等
は
農
林
水
産
部

所
管
で
あ
る
。
専
門
的
知
識

を
有
す
る
部
署
に
所
管
変
更

す
る
こ
と
で
、
財
産
管
理
体

制
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
よ
り

　

平
成
26
年
５
月
９
日
を
初

回
に
、鹿
児
島
湾
奥
の
水
質
調

査
と
本
市
内
の
河
川
の
水
質

浄
化
対
策
に
つ
い
て
所
管
事

務
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
最
終
的
に

行
政
に
対
し
、  「
干
潟
の
保

全
、
海
水
域
及
び
河
川
等
公

共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
は

県
の
所
管
で
あ
る
が
、
市
に

お
い
て
も
研
究
・
調
査
・
情

報
発
信
に
つ
い
て
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
海
水
域
の
汚
染
等
を
防

ぐ
た
め
に
は
上
流
域
の
河
川

の
水
質
保
全
、
森
林
等
の
保

霧
島
市
営
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

 

建
築
後
50
年
か
ら
63
年
を

経
過
し
て
い
る
木
造
住
宅
に

つ
い
て
、
耐
用
年
数
を
大
幅

に
超
過
し
、
老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、
用
途
廃
止
を

行
い
解
体
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
今
回
の
用
途
廃

止
は
、
霧
島
市
公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
で
７
団
地
が

用
途
廃
止
、
６
団
地
が
建

替
・
非
現
地
建
替
・
次
期
建

替
の
団
地
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。
解
体
後
は
、
そ
の

敷
地
全
体
が
更
地
と
な
っ
た

場
合
は
土
地
の
売
却
も
行
う

予
定
で
あ
る
と
の
説
明
。

問　

今
回
示
さ
れ
た
市
営
住

宅
の
一
部
は
、
空
き
家
危
険

住
宅
で
は
な
い
か
。
火
災
で

も
発
生
す
れ
ば
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
る
。
草
払
い
な
ど
の

管
理
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

基
本
的
に
は
自
治
会
に

お
願
い
し
て
い
る
が
、
入
居

者
が
い
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
解
体
ま
で
市
で
管
理
し

て
い
く
。

問　

解
体
後
、
本
市
の
公
営

住
宅
数
は
４
６
６
３
戸
と
な

る
が
、
今
後
の
用
途
廃
止
の

予
定
及
び
、
年
次
的
解
体
数

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

現
在
、
政
策
的
空
き
家

が
２
０
０
戸
以
上
あ
り
解
体

す
る
準
備
を
し
て
い
る
。
今

年
度
は
26
戸
、
来
年
度
以
降

は
倍
以
上
を
予
定
し
て
い
る
。

工
場
立
地
等
促
進
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

企
業
誘
致
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
地
域
間
競
争
が
一
段

と
激
化
し
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
へ
の
企
業
誘
致

を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
は
、

補
助
金
等
の
優
遇
制
度
の
内

容
拡
充
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
今

回
、
郵
便
業
を
新
た
に
対
象

業
種
に
加
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
流
通

業
等
の
定
義
を
明
確
に
す
る

た
め
、
そ
の
業
種
を
道
路
貨

物
運
送
業
、
倉
庫
業
、
こ
ん

包
業
又
は
卸
売
業
と
定
義
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
。

問　

郵
便
業
の
誘
致
と
な
っ

た
経
緯
は
ど
う
か
。

答　

平
成
25
年
５
月
頃
、
日

本
郵
便
株
式
会
社
の
方
が
来

庁
さ
れ
進
出
の
話
が
あ
っ
た
。

雇
用
や
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
総
務

省
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
該

当
業
種
は
郵
便
業
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
補
助
対
象

業
種
に
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

霧
島
市
土
地
開
発
公
社
か

ら
取
得
し
た
土
地
、
隼
人
町

小
田
字
六
ノ
坪
１
５
０
７
番

２
外
40
筆
の
一
部
を
、
日
本

郵
便
株
式
会
社
と
日
本
郵
便

輸
送
株
式
会
社
に
売
却
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

　

売
却
価
格
は
不
動
産
鑑
定

士
の
鑑
定
に
よ
り
、
用
途
ご

と
に
１
㎡
あ
た
り
、
宅
地
整

備
面
が
１
２
０
０
０
円
、
進

入
路
が
６
０
０
０
円
、
平
面

緑
地
が
２
０
０
０
円
、
法
面

緑
地
が
６
０
０
円
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
ご
と
の
売

却
単
価
に
面
積
を
乗
じ
た
売

却
価
格
は
、
日
本
郵
便
株
式

会
社
が
４
億
７
８
２
１
万
３

１
３
８
円
、
日
本
郵
便
輸
送

株
式
会
社
が
７
１
５
９
万
６

１
４
０
円
で
あ
る
と
の
説
明
。

全
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
市
の
所
管
で
あ

る
。
本
市
の
河
川
の
水
質
調

査
結
果
な
ど
、
現
状
の
正
確

な
情
報
開
示
と
分
析
を
行
う

べ
き
で
あ
る
」「
下
水
道
事

業
、
合
併
処
理
浄
化
槽
推
進

事
業
、
森
林
整
備
事
業
等
の

事
業
推
進
に
よ
っ
て
、
総
合

的
な
水
質
浄
化
の
数
値
向
上

に
貢
献
で
き
る
と
考
え
る
。

下
水
道
へ
の
接
続
、
合
併
浄

化
槽
へ
の
転
換
を
一
体
的
に

進
め
る
た
め
に
、
総
人
口
比

に
よ
る
生
活
排
水
処
理
率
の

監
視
と
と
も
に
、
事
業
所
、

行
政
施
設
等
も
含
め
た
個
別

建
築
物
の
生
活
排
水
処
理
率

の
把
握
や
組
織
機
構
の
再
編

も
必
要
と
の
意
見
や
現
在
の

助
成
制
度
を
拡
充
す
る
方
策

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
な

ど
の
提
言
を
し
ま
し
た
。

問　

６
月
議
会
で
出
さ
れ
た

土
地
開
発
公
社
か
ら
の
取
得

額
と
今
回
の
処
分
額
と
の
差

額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
法

面
は
売
却
残
地
と
な
っ
た
が

そ
の
活
用
方
法
は
ど
う
か
。

答　

土
地
開
発
公
社
か
ら
の

取
得
額
は
10
億
４
８
８
３
万

４
１
３
７
円
で
、
処
分
額
と

の
差
は
４
億
９
９
０
２
万
４

８
５
９
円
で
あ
る
。
法
面
は

残
地
森
林
で
残
す
予
定
で
あ

る
。

問　

日
本
郵
便
株
式
会
社
と

日
本
郵
便
輸
送
株
式
会
社
の

業
務
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

日
本
郵
便
株
式
会
社
は

鹿
児
島
県
エ
リ
ア
の
郵
便
物

や
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
仕
分
け
作

業
を
行
う
。
日
本
郵
便
輸
送

株
式
会
社
は
、
そ
れ
ら
の
県

内
運
送
業
務
を
行
う
。

問　

今
後
の
両
社
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か

答　

今
年
度
中
に
立
地
協
定

調
印
を
締
結
し
、
平
成
28
年

度
中
に
工
事
着
工
、
平
成
29

年
度
に
操
業
予
定
で
あ
る
。
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